
       札幌市教育委員会（中学校１年生数学 令和３年改訂版） 

学習課題（中学校１年生） 

【数学】 

＜学習内容＞ 

等式を成り立たせる文字の値を求める方法を考えよう。（教科書 P100～104） 

～3x＋2＝x＋10 の解は、どうすれば求められるだろうか～ 

＜取り組み方＞ 

(1) 3×□＋2＝□＋10 の□には、同じ値が入ります。この式の両辺の□に１から５

までの整数をそれぞれ代入して、等式が成り立つかどうかを調べ、□に当てはま

る値を求めてみよう。  

(2) 方程式 2x＋1＝x－3の解は、「x＝2」「x＝4」「x＝－2」「x＝－4」のうちのどれ

かな。 

(3) 教科書 P95 の１の②の天びんでは、左側の重さは(3x＋2)g、右側の重さは   

(x＋10)g です。天びんがつり合ったままで、片方がクリップ１個になるようにす

るためには、どんな操作をすればよいか「取組シート」やノートに書いてみよう。

（家の人に説明しても良いです。） 

(4) (3)で考えたことをもとに、方程式を「x＝(数)」の形に変形しました。□に当

てはまる数を考えてみよう。 
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(5) (4)で考えた変形の方法を、教科書 P103 の「等式の性質」を用いて、説明して

みよう。 

＜学習のヒント＞ 

(1) □の値を教科書 P100 の問１を参考にして探してみよう。見つけることができた

ら、□を x に置き換えて式を作り直しましょう。x の値によって、等式が成り立

ったり、成り立たなかったりする等式を「x についての方程式」といいます。ま

た、方程式を成り立たせる x の値を「解」といい、その解を求めることを「x に

ついて解く」といいます。 

(2) (1)と同様に、方程式の両辺の x に２、４、－2、－4をそれぞれ代入して、等式

が成り立つかどうかを調べ、x に当てはまる値を求めてみよう。 

(3) まず、左右両方の皿に共通しているものはないか探してみよう。つり合ってい

る天びんでは、両方の皿から同じ重さのものを取り除いたり、両方の重さを半分

にしたりしても、天びんはつり合ったままになりましたね。教科書 P102～103 を

参考にしながら考えてみよう。 

(4) (3)で考えたように、等式が成り立っている状態を保ちながら、左辺が x になる

ように変形するためには、どうすればよいか考えてみよう。 

(5)教科書 P102～103 や P103 の例１を参考にしながら、どの「等式の性質」を用い

て、どのような変形をしたのか考えてみよう。 

 

 


